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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第２区分
【発行日】平成23年10月13日(2011.10.13)

【公表番号】特表2010-539396(P2010-539396A)
【公表日】平成22年12月16日(2010.12.16)
【年通号数】公開・登録公報2010-050
【出願番号】特願2010-523338(P2010-523338)
【国際特許分類】
   Ｆ１６Ｆ  15/30     (2006.01)
   Ｆ１６Ｆ  15/134    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ１６Ｆ  15/30    　　　Ｕ
   Ｆ１６Ｆ  15/134   　　　Ａ
   Ｆ１６Ｆ  15/134   　　　Ｄ
   Ｆ１６Ｆ  15/134   　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成23年8月25日(2011.8.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つのばねデバイス（３９）を介して互いに回転方向に弾性的に結合されて
いる第１のフライホイール（１１）及び第２のフライホイール（１３）を有する自動車の
ドライブトレインのためのデュアルマスフライホイールであって、
　少なくとも１つの伝達デバイス（２１）が、前記ばねデバイスと前記フライホイールの
うちの少なくとも１つとの間に設けられ、前記伝達デバイスが、前記２つのフライホイー
ルの相対的な回転運動に対する前記ばねデバイス（３９）の変位動作の減少をもたらし、
前記伝達デバイス（２１）が前記ばねデバイス（３９）の特性を変更し、
　前記伝達デバイス（２１）が、カム形状（５９″）と、前記カム形状に沿って移動可能
な反作用要素（６５）と、を有し、前記カム形状が、前記２つのフライホイール（１１、
１３）の一方に対して回転方向に固定的に設けられた外部カム（Ｎ″）または内部カム（
Ｎ）として 形成され、
　前記伝達デバイス（２１）が、前記デュアルマスフライホイールの回転軸（Ａ）に対し
て回転自在に支持されかつ閉じたリングとして形成された中間要素（６９）を介して前記
ばねデバイス（３９）と協働することを特徴とするデュアルマスフライホイール。
【請求項２】
　請求項の１に記載のデュアルマスフライホイールであって、前記伝達デバイス（２１）
が、前記２つのフライホイール（１１、１３）のうちの他方に枢動可能に接続された少な
くとも１つのレバー（５１″）を有し、前記少なくとも１つのレバーが、前記反作用要素
（６５）及び前記カム形状（５９″）を介して前記２つのフライホイール（１１、１３）
のうちの一方と協働して前記レバーを駆動して前記２つのフライホイールの互いに対する
相対的な回転運動において枢動運動を生成する駆動部（５７″）を有し、前記少なくとも
１つのレバー（５１″）が、前記中間要素（６９）を介して前記ばねデバイス（３９）の
各々の一端部と協働して枢動運動における前記ばねデバイスの変位動作をもたらす変位部
（６３、６３′、６３″）を有することを特徴とするデュアルマスフライホイール。
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【請求項３】
　請求項１または２に記載のデュアルマスフライホイールであって、前記ばねデバイス（
３９）の各々の他方の端部が、前記２つのフライホイール（１１、１３）のうちの他方に
おいて支持されていることを特徴とするデュアルマスフライホイール。
【請求項４】
　請求項２または３に記載のデュアルマスフライホイールであって、前記レバー（５１″
）が前記２つのフライホイール（１１、１３）のうちの他方に枢動ベアリング（５５）を
介して枢動可能に接続され、前記枢動ベアリングが、前記レバーの前記駆動部（５７″）
と前記変位部（６３″）との間に設けられていることを特徴とするデュアルマスフライホ
イール。
【請求項５】
　請求項２乃至４のいずれか１つに記載のデュアルマスフライホイールであって、前記レ
バー（５１″）が、前記レバー（５１″）の重心が前記レバー（５１″）の枢動軸（Ｃ）
と一致するようにバランスされることを特徴とするデュアルマスフライホイール。
【請求項６】
　先行する請求項のいずれか１つに記載のデュアルマスフライホイールであって、前記伝
達デバイス（２１）が非線形の全体特性に従った前記ばねデバイス（３９）の変位動作を
もたらすことを特徴とするデュアルマスフライホイール。
【請求項７】
　請求項１または６に記載のデュアルマスフライホイールであって、前記カム形状（５９
″）が、前記カム形状に沿って変化する曲率半径を有することを特徴とするデュアルマス
フライホイール。
【請求項８】
　請求項１、６または７に記載のデュアルマスフライホイールであって、前記伝達デバイ
ス（２１）が交換可能アセンブリによって形成されていることを特徴とするデュアルマス
フライホイール。
【請求項９】
　請求項１、６、７または８に記載のデュアルマスフライホイールであって、前記ばねデ
バイスが少なくとも１つの弾性要素を有し、前記少なくとも１つの弾性要素が前記デュア
ルマスフライホイールの回転軸（Ａ）に対して接線方向に配されており、前記少なくとも
１つの弾性要素が、好ましくはコイルばね（３９）を含んでいることを特徴とするデュア
ルマスフライホイール。
【請求項１０】
　請求項１、６、７、８または９に記載のデュアルマスフライホイールであって、前記ば
ねデバイス（３９）は２つの端部を有し、前記ばねデバイス（３９）が前記２つの端部の
みで拘束されかつ前記２つの端部の間で実質的に直線上に配されていることを特徴とする
デュアルマスフライホイール。
【請求項１１】
　請求項１、６、７、８、９または１０に記載のデュアルマスフライホイールであって、
前記中間要素（６９）が、前記第１のフライホイール（１１）及び前記第２のフライホイ
ール（１３）の両方に対して回転移動可能であることを特徴とするデュアルマスフライホ
イール。
【請求項１２】
　請求項１、６、７、８、９、１０または１１に記載のデュアルマスフライホイールであ
って、前記中間要素（６９）が浮遊態様で支持されていることを特徴とするデュアルマス
フライホイール。
【請求項１３】
　請求項１、６、７、８、９、１０、１１または１２に記載のデュアルマスフライホイー
ルであって、前記中間要素（６９）が、前記ばねデバイス（３９）と協働する少なくとも
１つの駆動部（４７）を有することを特徴とするデュアルマスフライホイール。
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【請求項１４】
　請求項１、６、７、８、９、１０、１１、１２または１３に記載のデュアルマスフライ
ホイールであって、前記中間要素（６９）が、前記伝達デバイス（２１）と協働する少な
くとも１つの作用部（６７′）を有することを特徴とするデュアルマスフライホイール。
【請求項１５】
　請求項１、６、７、８、９、１０、１１、１２、１３または１４に記載のデュアルマス
フライホイールであって、前記ばねデバイスの弾性要素の各々（３９）と協働する２つの
駆動部（４７）が、前記中間要素（６９）の作用部（６７′）の各々と関連していること
を特徴とするデュアルマスフライホイール。
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